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PRESS RELEASE  2026/7/24      
  

マナマコのホロビオント研究の基盤を整備 
〜次世代のマナマコ種苗生産への利活用に期待〜 

 

ポイント 
・マナマコのパイオニア微⽣物の探査からプロバイオティクスの発⾒に⾄る⼀連の研究成果を総括。 
・マナマコの主要構成微⽣物群とそれらの作⽤をまとめ、マナマコのホロビオントを初めて明⽰。 
・ナマコ以外の海洋⽣物のホロビオント研究やプロバイオティクス探索に応⽤可能な⽅法論も記載。 
 

概要 
北海道⼤学⼤学院⽔産科学院博⼠後期課程の俞 隽⽂⽒（研究当時）、北海道⼤学⼤学院⽔産科学

研究院の美野さやか助教、澤辺智雄教授、北海道⽴総合研究機構⽔産研究本部函館⽔産試験場の酒井
勇⼀主任主査（研究当時）らの研究グループは、マナマコの微⽣物群集に関する⼀連の研究を取りま
とめ、マナマコのホロビオント*1 を研究するための⽅法論と得られた知⾒を総括した総説を公表しま
した。また、マナマコと微⽣物の相互作⽤に関する研究成果もまとめ、マナマコのホロビオントを初
めて⽰しました。 

マナマコは価値の⾼い⽔産資源であるものの、乱獲などにより、天然資源が減少しています。北海
道では、酒井主任主査らの尽⼒により、マナマコの種苗⽣産技術や優れた稚仔⽤餌料の開発が進み、
マナマコの資源の維持・拡⼤に貢献してきました。しかしながら、マナマコは成⻑が遅く、かつ成⻑
初期の成⻑格差や減耗、そして疾病は、未だに、種苗の安定⽣産に向けた改善点となっています。い
かなる⽣物も、微⽣物と絶え間なく関係していることから、宿主と共⽣微⽣物を超⽣物体「ホロビオ
ント」と捉える考え⽅が知られています。ホロビオントの健全性を維持することは、宿主⽣物の⽣産
性向上などに寄与する可能性があります。そこで、澤辺教授らの研究グループのみならず、他のナマ
コと微⽣物との相互作⽤に関する研究をまとめることにより、マナマコのホロビオントを明らかにす
ることを研究の⽬的にしました。 

マナマコでは、成体を対象とした微⽣物群集構造解析が⼀般的でした。これに、澤辺教授らの研究
グループが取り⼊れた新たな研究アプローチを取り⼊れることにより、マナマコのホロビオントを形
成する中⼼的な微⽣物群を明らかにすることができました。また、ホロビオント研究には、培養を介
さない微⽣物群集構造解析に加え、微⽣物の培養株コレクションを丹念に集積することも必要であ
り、このコレクションは将来的にホロビオントの健全性を維持する微⽣物株の発⾒に資することも明
記しました。本研究成果は、マナマコのみならず他の有⽤な⽔圏⽣物種の種苗⽣産の⾼度化に資する
ことが期待されます。 

なお、本研究成果は 2026 年 7 ⽉ 4 ⽇（⼟）公開の Current Microbiology 誌にオンライン掲載され
ました。 
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【背景】 
マナマコは乱獲などにより、天然資源が減少し続けているため、資源増産に向けた研究開発が進め

られてきました。特に、酒井主任主査らの尽⼒により、マナマコの種苗⽣産技術は開発されています。
この技術は、全国のマナマコ種苗⽣産施設に普及し、活⽤されています。しかしながら、マナマコは
成⻑の遅さ、成⻑格差、種苗⽣産時の疾病の発⽣など、種苗⽣産の安定化に向けて課題は数多く残さ
れています。これらの問題点を解消し、短期間で種苗を⼤きくする技術の導⼊は、種苗の⽣産コスト
の削減が⾒込まれるとともに、種苗放流の意義も⾼まることから、切望されてきています。特に、マ
ナマコに共存・共⽣する微⽣物を活⽤した成⻑促進や感染症の予防・抑制は、薬剤の使⽤に⽐べ環境
負荷が⼩さく、新たな技術の⼀つとして導⼊が期待されています。本研究では、宿主と共⽣微⽣物を
超⽣物体として捉える「ホロビオント」理論に基づき、マナマコのホロビオントを明らかにすること
を⽬的としました。 

 
【研究成果】 

マナマコでは、成体を対象とした微⽣物群集構造の解析が⼀般的でした。これに加え、澤辺教授ら
の研究グループが取り⼊れた新たな研究アプローチを取り⼊れることにより、マナマコのホロビオン
トを形成する中⼼的な微⽣物群を記載しました（図 1）。マナマコの成⻑初期では、アルテロモナス科
とロドバクテリア科の細菌群が、マナマコのホロビオントを形成する微⽣物群でした。特に、アルテ
ロモナス、コルディア、サルフィトバクター、マリノバクタ―に属する遺伝⼦型を持つ細菌が、ホロ
ビオントを構成していることを⽰しました。また、マナマコのパイオニア微⽣物から成⻑促進作⽤を
⽰すサルフィトバクターが⾒出されたことから、ホロビオント研究では、培養を介さない微⽣物群集
構造解析に加え、微⽣物の培養株コレクションを丹念に集積し、有⽤な効果を⽰す菌株を探索する重
要性も強調しました。このコレクションは将来的にホロビオントの健全性を維持する微⽣物株の発⾒
に資することも強調されています。 

 
【今後への期待】 

本研究成果は、マナマコやその他の有⽤⽔圏⽣物種の種苗⽣産の⾼度化に資することが期待されま
す。マナマコは、微⼩な真核⽣物や真核微⽣物及びウイルスとの相互作⽤が指摘されているため、知
⾒が不⾜しているこれらの研究例を蓄積する必要があります。また、マナマコに効果を⽰す種々のプ
ロバイオティクスを種苗⽣産の現場で利⽤する持続可能で⾼度な⽅法論を確⽴する必要があります。
既に、本研究の⽅法論を活⽤した頭⾜類を対象とする研究例が報告されています。今後、この⽅法論
を様々な⽔産重要⽣物種へと拡⼤させることが期待されます。 
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図 1. マナマコのホロビオントの概要。マナマコの初期成⻑段階から微⽣物群集を調べ、常にマナマコ
とともに存在している微⽣物や各成⻑段階で存在量が増える微⽣物などをまとめた。 

 
【用語解説】 
＊1 ホロビオント … 宿主と付随微⽣物から成る超⽣物体。 


